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エコアクション21
環境経営レポート

作成日：2023年7月14日

対象期間：2022年4月1日～2023年3月31日

市川建設株式会社
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●事業所名及び代表者

市川建設株式会社　　　　代表取締役　市川　興助

●所在地

長野県須坂市大字福島91番地

長野県須坂市大字幸高206-1

●環境保全の責任者及び担当者

環境管理責任者 市川　太

EA21事務局（担当者） 市川　渡

連絡先 E-mail: info@ichikawa-kk.com
電話：026-245-3214

●事業内容
土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、

舗装工事業、しゅんせつ工事業、水道施設工事業

解体工事、産業廃棄物収集運搬業

●事業規模 法人創立年月日　
創立年 1950年1月

2,000万円

売上高　　　　　　797,97 万円  (2022年4月1日～2023年3月31日)

16名

本社　89㎡

●対象範囲　(認証・登録範囲)

全組織・全活動

床面積

資本金

従業員数

1, 組織の概要

本　社

第１資材置場

【創業74年】
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市川　　勇人興助

市川　　興助渡

市川　　渡太

高橋　　博之

⑦ 施設等の状況
運搬車両の種類

1・ヒノ　　レンジャー 3950ｋｇ 5・いす　ゞエルフ 3000ｋｇ
2・ヒノ    ４tダンプ 4000ｋｇ 6・三菱キャンター【Ｗキャブ】1900ｋｇ
3・ヒノ大型 9000ｋｇ 7三菱キャンター 2台 3000ｋｇ
4・ヒノ　　レンジャー【アームロール】3900ｋｇ 8・大型ユニック 7000kg 9000ｋｇ
9・大型ダンプ 3台 10000kg 10・kバン・kトラ　　4台 350kg
⑧ 産業廃棄物収集運搬業許可番号

許可年月日 令和元　１１月18日

許可の有効年月日

⑨ 事業の範囲
収集運搬業（積み替え保管を除く）産業廃棄物

・廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む）
・紙くず・木くず・繊維くず・金属くず・ガラスくず、コンクリートくず及び
陶磁器くず （石綿含有産業廃棄物を含む）
がれき類 （石綿含有産業廃棄物を含む）
（廃プラスチック類、金属くず・ガラスくず、コンクリートくず及び
陶磁器くずは自動車等破損物を除く．）
以上いずれも特別管理産業廃棄物を除く。

⑩受託した産業廃棄物収集運搬量

資材置場

2024/11/17

2006152079

358.05ｔ

2019/11/18

組織図

代表取締役

専務取締役

常務取締役

各現場担当者北澤　寛樹
車両等担当者 工事現場
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基本理念

市川建設株式会社は、道路・河川工事などの事業活動を通して全社員

が資源の有効活用と環境負荷の軽減に努めます。また、地域に信頼

される環境経営の継続的改善を実施します。

基本方針

1 環境に関する法規等を厳守する。

2 燃料等の低減。

3 電気の節電に努める。

4 水道水の節水に努める。

5 廃棄物の分別等を行い、廃棄物を削減するとともに、リサイクル

製品を有効利用する。

6 工事現場及び周辺の環境にできるだけ影響の少ない施工方法・

対策を実施する。

7 環境保全活動を実施、又は協力・支援を行う。

2, 環 境 経営方 針

改定日　2022/4/1

市川建設株式会社

代表取締役　市川　興助

制定日　2017/4/1
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（A案かB案どちらかを使って整理する）
（手法A案）課題とチャンスの整理

内部 外部

1・人手不足
2・職員等の技術の継承
3・従業員の高齢化

1・原材料費、燃料費の上昇
2・少子高齢
3・建設廃棄物への社会的関
心　　　　　4・建築物の環境

1・省エネ再生エネルギーの
受注、施工体制の整備。②・
設計、工事のＩＣＴ化推進
3・環境配慮

1・省エネ、再生エネルギーの
需要　　　　　　　2・発注者と
の連携(環境への配慮）
3・現場で発生した建設副産
物の再利用　　4・設計、工事
のＩＣＴ化
1・

課題

1・人材確保
2・建設廃棄物の分別
3・新型コロナウイルス流行
で、仕事に影響が出るリスク

環境経営方針

1・資源の有効活用と環境負荷
の軽減に努めます。　　2・地域
に信頼される環境経営の継続
的改善を実施します。
3・ＩＣＴ化による設計、工事の効
率的運用う。

チャンス
1・設計、工事のＩＣＴ化
②・廃棄物削減するとともに、
リサイクル製品を利用する。

環境経営目標

1・ＩCTの活用(工期短縮、人材
削減）　　　　　　　　　2・環境配
慮型設計提案
3・省エネ、省資源の推進

　　　 　

⑥
⑦

要求事項 ２．代表者による経営における課題とチャンスの明確化
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作成日：

作成者：

2023年7月14日

市川　渡

EA2１実施体制組織図

代表取締役
市川　興助

環境管理責任者

3.環境経営活動実施体制

市川　太

EA21事務局
市川　渡

総務課 工事現場 資材置場・車両等
市川　渡専務 各現場責任者 各責任者

※全従業員は、当社に構築された環境経営システムを理解し、策定された環境方針の下、環境
目標の達成に向けて、環境活動計画に基づき、一致協力して環境取組を行う。

役割、責任及び権限一覧
担　　当 内　　　　　　容

代表取締役

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

③環境管理責任者を任命する。

④環境方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑤代表者による全体の評価と見直しを実施する。

環境管理責任者

③法規制等の遵守状況をチェックする。

④環境方針及び自己チェック等に基づき環境目標を設定し、作成された環境活動
計画を確認し承認する。
⑤環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。
②作成された環境への負荷及び取り組みの自己チェックを確認し承諾する。

各部門長及び
工事現場代理人

①責任範囲の環境目標及び環境活動計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況の報告。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

社員
①エコアクション21の実施

②環境活動の提案

ＥＡ２１事務局

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境管理責任者へ
報告する。

④環境活動計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者へ
報告する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。
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（令和4年～令和8年）

単　位 基準値(202１年)
2022年
目標

2023年
目標

2024年
目標

2025年
目標

2026年
目標

kg-CO2 479,081 474,290 469,499 464,709 459,917 455,126

(%) 100% 99% 98% 97% 96% 95%

kＷh 5,602 5,546 5,490 5,434 48,127 47,625

kＷh 21,644 21,428 21,211 20,995 20,778 20,562

ℓ 10,214 10,112 10,010 9,908 9,805 9,703

ℓ 170,765 169,057 167,350 165,642 16,393 162,227

ℓ 630 624 617 611 605 599

ｋｇ 1,020 1,010 1,000 989 979 969

ｋｇ 1,226,701 1,214,434 1,202,167 1,189,900 117,763 1,165,366

㎥ 25.4 25.4 25.4 25.4 25.4 25.4

中部電力㈱　　2021度　二酸化炭素実排出係数　0.388kg-CO2/kＷhを使用

⑥
⑦

６ページ

4・環境経営目標

産業廃棄物

水使用量

項　　目

二
酸
化
炭
素
削
減

ＣＯ２排出量

電力

ガソリン

軽油

灯油

一般廃棄物

建設現場の購入電力
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環境保全活動の推進 ・環境保全活動に協力・支援を行う。

○自ら施工・販売・提供する製
品及びサービス

・できる範囲で、環境に配慮した工作物等の建設に努める。

・工事現場周辺の生活環境に影響の小さい施工方法・対策の実施

○環境配慮
・自然環境に配慮した施工に努める。

・必要に応じ、外部へ環境に関する情報の提供

・事務用品の在庫把握による購入削減

・用品を大切に最後まで使用する。

・印刷物の削減　(両面コピー等)

・紙の購入量の計測（ｋｇ）コピー用紙削減の為

水使用量の維持
・節水の励行

・洗車、散水などにおける雨水使用

産業廃棄物量の削減、廃棄物リ
サイクル率の増加、廃棄物リサ

イクル率継続 ・３R(発生抑制・再使用・再生利用)の推進

・最終処分量の削減

・建設工事における設計図書、発注時の確認により、残余資材の抑制

・資機材置場・倉庫の整理・整頓、台帳による在庫管理

・工事現場の規模・状況に応じて、適切な建設機械等や車の使用に務める。

・建設機械等の作業を停止するときは、エンジンを停止する。

・省エネ運転、アイドリングストップを行う。

・現場の車の乗り合いの推進

・建設機械等や車の適切な点検・整備

・分別の徹底

(4)灯油 ・暖房は必要な場所・時間に限定して使用

(2)ガソリン ・建設機械等の使用当たっては、低炭素型を使用するように努める。

(3)軽油
・燃費の良い車を使用するように努める。

・更新に当たっては、低炭素型建設機械等や燃費の良い車を購入する。

・効率的な施工計画、運搬計画を策定する。

5, 環境経営計画

項　　目 環境経営活動計画

二酸化炭素排出量の削減

(1)購入電力
・節電の励行

・空調の温度設定と室温管理
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環境目標に対する達成状況は以下の通りです。

基準年度2021年度の同月の値と比較する。

*2総量は4月から3月の1年間の合計とする。

*3購入電力【中部電力】の二酸化炭素係数は0.388（ｋｇ-co2/kwh）

*4軽油の二酸化炭素排出係数は2.58

＊5ハイブリッド重機・エコ設定のある車購入は、継続して行きます。

＊6置場に水道、電気等の設備ができ、節水、使用量の削減を徹底する。

単位 2022年度実績値 達成率 結果
リサイクル
率

ｋｇー
ＣＯ２ 302,969.02kg-co2 155% 〇

％ 100% 99% 64%

ｋｗｈ 15,658.00 35% × ー

ｋｗｈ 5,244 409% 〇

ℓ 10,287.55 98% × ー

ℓ 104,305.97 162% 〇 ー

ℓ 756.03 82% × ー

㎏ 1,010 100% 〇 100%

㎏ 3,384,140 35% ー 100%

ｍ3 44 58% ー ー

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○良くできた　△あまりできなかった　×できなかった

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

当社は、環境への負荷を低減する為に、以下の活動を実施していきます。 （5） 水資源使用量
・節水継続

（1） 電気使用量削減 ・水の使用量の少ない洗浄機等使用。
・未使用の電気、パソコンの電源ＯＦＦ
・エアコン温度設定28℃前後

（2） 燃料使用量の削減
・燃料使用量・走行距離チック(毎月）
・営業車ハイブリット車使用
・エコドライブの実施

（3） 廃棄物の削減(コン殻、アスガラ、木くず、他）
・廃棄物の分別
・マニフェストの管理・集計
・リサイクル率の向上

（4） 廃棄物削減(廃プラ/鉄/木くず、）
・一般ゴミと資源ごみの分別
・私物ゴミ持ち帰りの徹底
・混廃の削減

削減出来たものと出来ないものがあった。

資源ごみと一般ごみの分別の徹底

評価次年度

結果

計画

廃プラの削減

分別廃棄は概ね実施出来ている。

25.4水資源使用量の削減

燃料使用量の削減（灯油）

電気使用量の削減

燃料使用量、走行距離チェック

未使用電機、電源のＯＦＦ

燃料の削減

計画

一般廃棄物

産業廃棄物

次年度の活動計画

＊達成率は＝目標値÷削減実績値×100（100％）

630

1,020

1,226,701

結果

評価次年度

10,112

624

1,010

1,214,434

25.4

計画

廃棄物の削減

エコドライブ実施

169,057

燃料使用量の削減（ガソリン）

170,765

本社 2021年度基準値

5,602

燃料使用量の削減（軽油）

建設現場の購入電力の削減

電気使用量の削減

計画

6・環境経営目標の実績

＊1実績値は、2022年度運用期間（4月～３月）の１年間と、

(総）二酸化炭素排出量 479，081kg-co2 474，290kg-co2

5,546

【売上高797,97万円】実績の一覧

10,214

エアコン温度の設定

トイレの便座の温度設定

次年度 評価

徹底してできました。現場等の作業内容な
どで使用量が異なる。

結果

21,42821,644

2022年度目標値

マニフェストの管理・集計 廃棄物量は大幅に増加。工事の内容で、廃
棄物が増えた。現場が増えた。

分別廃棄物の継続

取り組み施策の発表

評価次年度結果
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⑥
⑦

*二度三度の大雨による災害で、工事が遅れ、やっと完成しました。

写真
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２０２１年１０月２９日に弊社は『ＳⅮＧｓ推進企業登録』をしました。

弊社の基本理念にある「建設業としての事業活動をするにあたり、自主的かつ積極的に自然環境の

保護の努めます。」をモットウに、それぞれの役割をはたすことで、ＳⅮＧｓの達成に貢献していきます。

環境 co2　排出量の削減
社会 ２０２０年度437，670ｋｇ－co2
経済 2030年△10％削減

環境
社会 若者社員
経済 雇用年齢 ～65 制限なし

環境 ２０２１年 ２０２５年 ２０３０年
社会
経済

登録番号 1044

その他の環境への取り組み事例

長野県ＳⅮＧｓ推進企業登録

(主な分
野に○）

重点的な取組及び
指標の進捗状況

登録期間　１０期

①エコアクション２１・
CO2排出量削減・現
在維持を目標とする

①働き方改革・着実に
実行しています・正規社
員にたいするひりつは、
なかなかきびしい！

①資格取得・各人取
得に努力している！

働き改革を着実に実行し、若
者、高齢者等のすべての従業
員が生き生きと活躍できる職場
作りを継続〈％は正規社員に対

2020年２０２５年２０３０年

0％　5％　10％

従業員の質の高い教育を確保
するために資格取得を援助しま

す。
それぞれ希望者

登録期間　　２０２１年１０月２９日～２０２４年１０月２８日

ＳⅮＧｓ達成に向けた重点的な
取組み

２０３０年に向けた目標
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✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔
✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

・環境保全活動に協力・支援を行う。

○
周知し概ね取組できた。
引続き取組を継続する。

環境保全活動の推
進

重点項目

✔

✔

・工事現場周辺の生活環境に影響の小さ
い施工方法・対策の実施

○

・自然環境に配慮した施工に務める。

○
周知し概ね取組できた。
引続き取組を継続する。環境配慮

自らが施工・販売・
提供する製品及び

サービス

・必要に応じ、外部への環境に関する情
報の提供

○

○
グリーン商品の購入を推進。
引続き取組を継続する。

・できる範囲で、環境に配慮した工作物等
の建設に努める。

周知し概ね取組できた。
引続き取組を継続する。

・紙の購入量のデータをとる。

○

水使用量の維持 ・節水の励行

○ 周知し概ね取組できた。
今後は雨水の貯水施設を設置する。
引続き取組を継続する。

・洗車、散水などにおける雨水使用

△

廃棄物排出量の削
減、廃棄物リサイク

ル率の増加、廃棄物
リサイクル率継続

・事務用品の在庫把握による購入削減

・用品を大切に最後まで使用する。

○

・印刷物の削減(両面コピー等)

○

常務

・分別の徹底 ○

周知し、概ね取組できた。
施工現場の増工、及び減工等の
為、資材を余らせる事があった。今
後は、資材倉庫の整理整頓を徹底
し、余剰資材の減少に努める。

・３R(発生抑制・再使用・再生利用)の推進
・最終処分量の削減

望月

・建設機械等や車の適切な点検・整備 ○

周知し概ね取組できた。
引続き取組を継続する。

○

・現場への車の乗合いの推進

○

(4)灯油 ・暖房は必要な場所・時間に限定し使用する。 ○ 周知し概ね取組できた。引続き取組を継続する。

社長

・効率的な施工計画、運搬計画を策定する。 ○

現場担当者

・工事現場の規模・状況に応じて、適切な
建設機械等や車の使用に努める。

○

(2)ガソリン　　(3)軽
油

・建設機械の使用に当たっては、低炭素
型を使用するよう努める。

○

・燃費の良い車を使用するよう努める。 ○
・更新に当たっては、低炭素型建設機械
や燃費の良い車を購入する。

二酸化炭素排出量
の削減

○

(1)購入電力 ・節電の励行 ○ 周知し概ね取組できた。
引続き取組を継続する。

常務

7, 環境経営活動計画の取組結果とその評価

項目 環境経営計画 評価 評価と次年度の環境経営計画 担当責任者

常務

栗原

・建設工事における設計図書、発注時の
確認により、残余資材の抑制

○

現場担当者

・資機材置場・倉庫の整理・整頓、台帳に
よる在庫管理

・空調の温度設定と室温管理

・建設機械等の作業を停止するときは、エ
ンジンを停止する。

○

○

周知し概ね取組できた。
引続き取組を継続する。

△

・混廃の削減(なるべく分別）

○

・省エネ運転、アイドリングストップを行う。 ○

○

△
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NO 主な環境関連法規等 主な内容、適用対象等 チェック

1 建設リサイクル法
〇対象建設工事受注者として、分別解体等の
実施、再資源化等の実施

○

2 大気汚染防止法
〇特定粉じん（石綿＝アスベスト）の規制（特
定粉じん排出等作業を伴う建設工事）

○

3
建設副産物適正処理推進要綱（平成14年5月　国
土交通省）

〇建設発生土と建設廃棄物の適正な処理等
に係る総合的な対策を適切に実施するための
基準

○

4 フロン排出抑制法
〇特定解体工事元請業者として、第１種特定
製品の有無の確認及び説明（解体工事現場）

○

5 オフロード法
〇基準適合表示等が付された特定特殊自動
車の使用

○

6 騒音規制法 〇指定地域における特定建設作業 ○

7 振動規制法 〇〃 ○

8 排出ガス対策型建設機械指定制度（国土交通省） 〇排出ガス基準値を満たした建設機械の使用 ○

9-1
9-2　9-
3　9-4

〇廃棄物処理法
〇廃棄物の適正な処理の確保に関する条例〈長野
県〉
〇須坂市廃棄物の処理及び再利用等に関する条
例
〇工事現場等当該地域における廃棄物条例（条例

〇一般廃棄物の処理
〇産業廃棄物の処理

○

10-1
10-2
10-3

〇消防法
〇須坂市火災予防条例
【ここでは危険物に限定】

〇指定数量未満の危険物（移動タンク、屋外タ
ンク）

○

11 水質汚濁防止法
〇貯油施設（移動タンク、屋外タンク）の事故
時の措置

○

12
既存建築物におけるアスベスト含有建材の適正撤
去・処分に係る手続きについて（実施要領）〈長野
県〉

○既存建築物等におけるアスベスト含有建材
の適正撤去・処分に係る手続き

○

13
低騒音型・低振動型建設機械指定制度（国土交通
省）

〇騒音・振動が相当程度軽減された建設機械
の使用

○

14-1
14-2
14-3

〇須坂市公害防止条例
〇須坂市を清潔で美しくする条例
○工事現場等当該地域における環境保全に関す
る条例等（条例の名称ではない。）

○環境の保全 ○

8, 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟等の有無

　当社の業務に適用となる義務規定（一部それ以外を含む。）の主な環境関連法規等とその主な内容、適用対象等は、次の
表のとおりです。
　また、法規等については最新のものとなるように確認しており、その遵守状況について確認・評価した結果はチェック欄の
とおりです。
　なお、業務等に関して、行政機関や住民の皆様等から、現在及び過去３年間、ご指摘・苦情・訴訟等はありませんでした。

注）チェック欄…〇：遵守　×：不遵守　✔：該当なし確認　　（―：判断なし）　
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環境経営目標の達成状況、環境経営活動計画の実施及び運用結果、環境関連法規等の遵守状況、

外部からの環境に関する苦情や要望等について確認しました。

昨年度より基準値を２０２1年度の値に変えてCO2排出量削減に社員全員で取り組んでき

ました。維持との目標でしたが、多少の増減は、あったがほぼ維持できたのでは、

CO2排出量削減・働き方改革・(従業員が生き生きと活躍できる職場作りを継続) 資格取得など

にも課題を置いて動き始めました。素晴らしい事と評価しています。

基本方針は、変更ありませんが、これからも人・組織が成長していくための設備やしく

み作りを導入していくつもりです。

市川建設株式会社

代表取締役　市川　興助

⑥
⑦

P-12

9, 代表者による全体の評価と見直し・指示

ないかと思います。

2023年6月1日

昨年ＳⅮＧｓ推進企業に登録し、ＳⅮＧｓ達成に向けた取り組みも始めました。
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